
明治初期の理科の教科書

せい み きょく

展示場４階の大阪の科学史コーナーに、「大阪舎密局」の展示があります。舎密

局は、１８６８（明治２）年に大阪に作られた、日本で最初の近代的な化学の学校で

す。「舎密」はセイミと読み、オランダ語で化学を意味するｃｈｅｍｉｅの音を漢字にあて

ています。

明治維新直後は、学校に関す

る制度の変更が続いたことから、

舎密局も翌年には「理学校」さらに

は「大阪開成所」に改正され、残

念ながら１８７２（明治５）年に理化

学教育は廃止されました。

舎密局や理学校では、ヨーロッ

パの科学者が教授として招かれ、

授業を行っていました。その時の講義録を日本語にして編集したものが、展示中の

『理科新編』、『物理日記』（写真１）、『化学日記』（写真２）です。西洋の科学が体系

的に導入され始めて間もない時代の先駆的な書物でしたから、教科書としてよく読ま

れたそうです。

一見すると、文語体、しかも縦書きの文

章に驚きますが、じっくり読むと、現代の中

学校や高校で学ぶ事柄も多く、基礎的な

事項が紹介されていることがわかります。

展示では、『化学日記』は、気体を集め

る方法である水上置換法を説明したペー

ジを開けています。また『物理日記』では、

滑車を説明したページを読めるようにして

いますので、縦書きの文章を読んでみてく

ださい。それぞれの事柄をご存じの方に

は、親しみのある内容かと思います。

今から１５０年ほど前、西洋から入ってきた新しい科学を学んでいた人々を想像し

ながら、昔の教科書をご覧になってみてはいかがでしょうか。

嘉数 次人（科学館学芸員）

展示場へ行こう

う
ち
ゅ
う

V
ol.40
,N
o.1（
通
巻
469
号
）
2023

年
4
月
10
日
発
行

発
行
所
大
阪
市
立
科
学
館
〒
530‐0005

大
阪
市
北
区
中
之
島
4
－
2
－
1
電
話
06
－
6444

－
5656

印
刷
所

東
洋
紙
業
高
速
印
刷
株
式
会
社

大
阪
市
浪
速
区
芦
原
2
－
5
－
56

「学芸員の展示場ガイド」では、サイエンスガイドの方といろんな展示を動画で
紹介しています。ホームページからアクセスできますので、ぜひご覧ください！

写真１：『物理日記』

写真２：『化学日記』


